
    
　　
　

　

　

　

名古屋市会議員  

北区なごやかクラブ連合会主催
のウォーキング大会に参加致し
ました。当日は約500名の方が
参加されました。（10月26日） 

●事務所／〒462-0841 名古屋市北区黒川本通4-23 

●電話／０５２－９１１－１７３６ 
●FAX／ ０５２－９１１－１７６０ 

●Eメール／tayama@zb4.so-net.ne.jp   

各学区敬老会に参加（9月19日） 

 
～ ９月定例会にて ～ 
 
名古屋城天守閣木造復元の基本設計に関する予算等を継続審議としました。 

河村市長 

天守閣の耐震性能や名古屋の経済発展のことを考えると、一日で

も早く天守閣の木造復元を実現していきたい。 完成期限を2022年

7月を目途とし、今後竹中工務店と協議をし、実施していきたい。 

これからも議会と手を携えながら進めていきたいと考えております。 
 

鯱城ホール（中区）にて開催 《本物の名古屋城を世界遺産にしよう！》  

下水道科学館まつり/北区   に参加 
（9月10日） 



                 名古屋市会議員      

昭和３３年 三重県伊賀市生まれ 

昭和５８年 名古屋工業大学卒業 
昭和５８年 ㈱リクルート入社、名古屋支社配属 

昭和６３年 課長昇進（２９歳） 
平成５年  「年間最優秀経営者賞」 
 

平成２３年３月 名古屋市会議員初当選（北区） 

平成２３年 幹事長、議会運営委員会委員長 

平成２４年 副議長（第９５代） 

平成２６年 幹事長 

平成２７年 名古屋市会議員再選（２期目） 現在幹事長、党政策委員長 
                          

田山ひろゆき 経歴  田山ひろゆき 検索 クリック 

本会議での質問（９月定例会) 

高年大学鯱城学園の今後の在り方（要約） 

【 質 問 】出願者数の減少という実態を踏まえ、行政評価の外部評価 
      での廃止判定を受けて行った見直しの効果について、どのよ 
      うに評価されているか。 
      高齢化の進展に伴い、鯱城学園が担っている地域活動の 
      リーダー育成の重要性は今後たかまっていくと考えられる。 
      鯱城学園における現在の取り組みと今後の展望は。 
 
【 答 弁 】鯱城学園の出願数を増やしていくため、今後、幅広く意見を 
      聞きながら、様々な取り組みを検討していく。 
      現在、地域活動リーダーの育成のため、全学年で地域の諸 
      課題の実践事例を学ぶカリキュラムを実施している。今後も、 
      地域活動を推進するリーダー層の育成や、高齢者の生きが 
      いを高め社会参加を促す場となるカリキュラムを検討していく。 

  今後、高齢化の進展に伴い、鯱城学園が担っている地域活動のリーダーを育成することの重要性は、さらに増していく
ものと考えます。例えば、老人クラブと鯱城学園が連携することで老人クラブの推薦枠利用の活性化や、老人クラブの中
心となるようなリーダー層の育成を図ることも可能だと思います。また、同世代との交流だけでなく、様々な世代や地域
団体との交流の経験も、地域活動のリーダーには必要であり、教育機関や社会福祉施設、生涯学習に関心の高い企業
などと連携する取り組みも効果的であると考えます。 

 

 現在、地域活動を推進するリーダー層の育成のための講座等も実施しているとのことですが、 
高齢者が魅力を感じるようなカリキュラムとすることが重要であり、大学等教育機関との連携もいっそう進
めていくべきと考えます。また、定員割れの専攻コースについてすぐにできる対策として、まずは来年度募集から、卒業
生の再入学を導入すべきではないかと考えます。 
 

  再入学を希望される方には、学習意欲が高い方が多いと思われますし、経営面においても、欠員を埋めるこ

とにより授業料収入を確保できるという面もあり、有効であると考えます。出願者数を増加させるには、募集方法の改善

とともに、なにより魅力的な講座内容とすることが重要です。学園運営の全般的な検討については、鯱城学園の「運営

委員会」において、また、カリキュラムの検討にあたっては、「カリキュラム編成委員会」において、学識経験者も含めた

検討が行われていると聞いておりますが、講座内容については、これまでも見直しが行われてきたにもかかわらず、出

願者数が減少しているということは、これまでの見直しでは、まだまだ不十分ではないかと思われます。 
 

  鯱城学園の「専攻コース」で一番の要は「福祉専攻」や「地域専攻」ではないかと思います。現在、授業料につい

ては、どの「専攻コース」も、同一の授業料となっていますが、名古屋市として、地域で活動していただける中核の人材を

育成していく視点から、こうした「専攻コース」に入りやすくする取り組み、例えば、 
授業料を軽減するなど、「専攻コース」ごとに費用負担のメリハリ 
をつけることについても検討していくべきと考えます。 
 
学園をさらに楽しく、充実感のあるものにしていくためには、来年度に実施 

が予定されている指定管理者の公募に向けて、市民のニーズ 
を的確に把握し、社会情勢を反映した講座内容とすることなど、 
前向きな取り組みを行っていくべきと考えます。 
  

～ 9月定例会 個人質問のご報告 ～ 
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